
２０２３年１０月 

在ニカラグア日本大使館 

ニカラグア定期報告（２０２３年１０月） 

【要旨】 

 内政面では、母なる大地の子党（ＹＡＴＡＭＡ）の代表及び副代表が逮捕され、同党

の法人格が取り消された。外交面では、１８日、バチカン教皇聖座との協議の結果、オル

テガ政権により訴追中である１２名のカトリック司祭がバチカンへ移送された。経済面で

は、２０２４年一般会計予算案が発表された。 

 

【主な出来事】 

１ 内政 

（１）母なる大地の子党（ＹＡＴＡＭＡ）の法人格取消 

ア ９月２９日、及び１０月１日、母なる大地の子党（ＹＡＴＡＭＡ）（注：北カリブ沿

岸自治区に地盤を持つ、先住民系国政政党）のブルックリン・リベラ議員（同党代表）と

エリザベス・エンリケス補欠議員（同党副代表）が、国家警察によって拘束された。 

イ ３日、最高選挙管理委員会（ＣＳＥ）は、ＹＡＴＡＭＡが「平和のための独立、主

権、自決に対する国民の権利擁護法」に違反したとして、同党の政党法人格を取り消し

た。 

 

（２）ソン・ニカの日制定 

 １１日、ニカラグア国会は、ニカラグアの音楽家で作曲家のカミロ・サパタに敬意を表

し、同氏の誕生日である９月２５日をソン・ニカの日とする法律を承認した。この法律

は、ニカラグアの代表的な音楽であるソン・ニカの知識、救済、普及、保存、継承、学習

をニカラグア社会で促進するものである。 

 

（３）受刑者への恩赦 

 １１日、ムリージョ副大統領は、各地方の刑務所に収容されている受刑者５００名に恩

赦を与えると発表した。これにより、２０２３年で５，３００名に恩赦を与えたことにな

る。 

 

（４）ＮＧＯ団体の法人格剥奪 

２４日、内務省は、新たに合計２５のＮＧＯの法人格を取り消した。これにより、２０ 

１８年から法人格を取り消されたＮＧＯは合計３，３５０団体となった。 

 

２ 外交 

（１）ロシア 
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ア ９月２９日から１０月２日、ラウレアノ・オルテガ投資・貿易・国際協力担当大統領

顧問（オルテガ大統領夫妻子息）は、モスクワで開催されたロシア・ラ米フォーラムに出

席した。 

イ １２日、ニカラグア政府は、世界食糧計画（ＷＦＰ）を通じて、ロシアから学校給食

のための小麦粉１７２トン、ヒマワリ植物油３００トン以上、総額２００万米ドル以上の

食糧支援を受けた。 

 

（２）イスラエル 

 ７日、ニカラグア政府は、ハマスによるイスラエルへの攻撃に関し、イスラエル・パレ

スチナ情勢の悪化を非難し、パレスチナを支持する旨の声明を発表した。 

 

（３）米州機構（ＯＡＳ） 

 １１日、ＯＡＳ常設理事会において、中米大学などの教育機関の閉鎖及びカトリック教

会への弾圧に見られるニカラグア人権状況に関する非難決議が提出された。 

 

（４）中国 

ア １６日、オスカル・モヒカ運輸インフラ大臣を始めとする代表団は、中国で開催され

た一帯一路フォーラムに出席した。同枠組において、中国国営企業との間で、合計８つの

インフラ建設の国際協力に関する覚書に署名した。 

イ ２日、中国のバスメーカーとの購入契約をしたバス２５０台がマナグアに到着した。

ニカラグア政府は、更に１，５００台のバスを追加購入している。 

ウ １日から６日にかけて、在北京ニカラグア外交団は、チベット自治区を訪問し、一つ

の中国の原則を確認すると共に、欧米諸国による中国への内政干渉を批判した。 

 

（５）バチカン 

 １８日、ニカラグア政府は、バチカン教皇聖座との協議の結果、オルテガ政権により訴

追中である１２名のカトリック司祭をバチカンへ移送した。なお、この１２名の中に、ロ

ランド・アルバレス司教は含まれていない。 

 

（６）核兵器廃絶決議案の反対 

 ２７日、国連第一委員会において日本政府が提出した核兵器廃絶決議案が賛成多数で可

決されたが、ニカラグアは、中国、ロシアなどと足並みをそろえる形で反対に投じた。 

 

３ 経済 

（１）国連ラ米・カリブ経済委員会（ＣＥＰＡＬ）報告書 
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 ５日、ＣＥＰＡＬはラ米・カリブ地域の経済に関する報告書において、ニカラグアの一

人当たりＧＤＰが２０１３年に１，９１３米ドルであったものが２０２２年に１４．２％

増の２，２５５米ドルになったと発表した。 

 

（２）２０２４年度予算案 

 １９日、アコスタ財務・公債大臣は、国会において２０２４年一般会計予算案の概要を

説明した。歳入は約１，３８６億コルドバ（前年：約１，０９９億コルドバ）、歳出は、

１，３３８億コルドバ（前年：１，０５２億コルドバ）となる見込み。 

 

（３）対外債務 

 １１日、ニカラグア中央銀行（ＢＣＮ）は、２０２３年第２四半期における対外債務

が、昨年同月比０．１％減の１４７億８，７７０万米ドルであったと発表した。 

 

（４）株式市場 

 １３日、ＢＣＮは、ニカラグア株式市場における取引高が、昨年同月比２８．６％増の

１５億３，５８５万米ドルに達したと発表した。 

 

 

＜主要経済指標＞ 

  
2021 年 

8 月 

2022 年 

8 月 

2023 年 

7 月 8 月 9 月 

年間累計インフレ率   2.84% 7.58% 3.39% 3.59 % 3.39％ 

貿易収支（百万ドル） ▲283,9 ▲307.3 ▲303.5 ▲376.4 未発表 

輸出 FOB（百万ドル） 276.9 318.3 328.6 326.4 未発表 

輸入 FOB（百万ドル） 560.8 625.6 632.1 702.8 未発表 

海外送金受取額 （百万ドル） 299.7 174.8 408.92 409.8 未発表 

外貨準備高（百万ドル/期末） 4,052.7 4,332.2 5,115.5 5,157.3 5,159.6 

（出典：ニカラグア中央銀行、インフレ率のみ開発情報庁（INIDE）） 


